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保険診療の請求事務・審査・指導・税金・融資・共済等の問題についてお気軽に保険医協会へご相談下さい。電話（082-262-5424）又はFAX（082-262-5427）

広 島 保 険 医 新 聞

広島市中区　　小　松　正　伸

残暑お見舞い申し上げます
2015年　広島県保険医協会
　　　　　理事長　長　谷　　　憲
　　　　　　他　　役　員　一　同

2面 主張「災害の歴史から学ぶ防災対策」／
7・9保団連中央要請行動
3面 2015年度の指導実施計画
4面 医科・歯科点数等Ｑ＆Ａ／保団連会議報
告／会員訪問
5面 保団連夏季セミナー報告
6面 夏季特集会員投稿「被爆70年　平和へ
の思い」／原発よりも命の海を
7面 雇用問題等Ｑ＆Ａ

入道雲を見ていると、高田敏子の「忘れもの」の一節を思い出しました。
入道雲にのって
夏休みはいってしまった
「サヨナラ」のかわりに
すばらしい夕立をふりまいて
迷子のセミ
さびしそうな麦わら帽子
それから　ぼくの耳に
くっついて離れない波の音

夏

本
号
の
主
な
内
容

広
島
県
保
険
医
協
会
は
特
定
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密
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護
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保
障
関
連
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案
に
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ま
す

広
島
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険
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特
定
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密
保
護
法・安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
し
ま
す
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用
度
も
高
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

 

守
り
た
い
の
は
い
の
ち
で
す

 

～
院
内
集
会
に
3
0
0
人
参
加
！

　

院
内
集
会
で
は
、医
療
従
事
者
、弁

護
士
ら
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
有
事
の
事
態
に
な
っ

た
ら
、医
療
従
事
者
は
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
。命
を
守
る
仕
事
し
て
い
る
私

た
ち
が
、命
を
奪
う
戦
争
を
絶
対
に
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
」、「
今
、私
た
ち

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

人
を
殺
す
こ
と
で
は
な
く
、戦
争
の
な

い
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な

い
か
」、「
日
本
は
戦
後
70
年
間
、海
外

で
誰
も
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、被
害
を

受
け
た
こ
と
も
な
い
。し
か
し
、安
全

保
障
関
連
法
案
が
認
め
ら
れ
て
し
ま

う
と
、こ
の
よ
う
な
奇
跡
的
な
時
代
が

き
く
広
げ
る
こ
と
が
、政
権
を
孤
立

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、安
全
保
障

関
連
法
案
の
廃
案
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、先
生

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
反
対
の
声
を
カ

ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
渡
し
た
と
こ

ろ
、「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
大
変

心
強
い
。ア
ピ
ー
ル
性
も
あ
る
の
で
活

関
連
法
案
の
内
容
は
憲
法
9
条
違
反

で
あ
り
、成
立
に
向
け
た
進
め
方
も
立

憲
主
義
に
反
し
て
い
る
」と
話
さ
れ
、最

後
に「
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
激
励
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仁
比
聡
平
議
員（
参
・
共
）は
、「
国
民

の
声
を
聞
か
な
い
安
倍
政
権
の
暴
走

は
許
さ
れ
な
い
。世
論
の
声
を
更
に
大

　

7
月
9
日（
木
）、保
団
連
は
中
央
要

請
行
動
を
実
施
、安
全
保
障
関
連
法
案

の
撤
回
・
廃
案
を
求
め
る
院
内
集
会
を

行
い
ま
し
た
。当
会
か
ら
は
事
務
局
が

参
加
し
、地
元
選
出
国
会
議
員
と
の
面

談
、要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
平
喜
信
議
員（
衆
・
共
）と
の
懇
談

で
は
、人
命
を
守
る
医
療
者
の
立
場
か

ら
、平
和
を
脅
か
し
、国
民
の
命
を
危
険

に
さ
ら
す
安
全
保
障
関
連
法
案
は
到

底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

世
論
調
査
な
ど
を
見
て
も
、国
民
の
多

く
が
反
対
、ま
た
は
内
容
が
よ
く
分
か

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、安
倍
政
権
は
国
民
の
声
を
無
視
し
、

法
案
成
立
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。大
平
議
員
は
、「
安
全
保

障
関
連
法
案
を
可
決
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、野
党
が
一
致
団
結
し
て
、断
固
拒

否
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。安
全
保
障

　

自
民
、公
明
の
両
党
は
7
月
15
日
、

衆
議
院
平
和
安
全
法
制
特
別
委
員
会

に
て
安
全
保
障
関
連
法
案
の
強
行
採

決
を
行
い
ま
し
た
。安
倍
首
相
が「
国

民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
は

事
実
」と
認
め
る
な
か
、一
方
的
に
審

議
を
打
ち
切
り
、採
決
に
踏
み
切
っ

た
も
の
で
す
。

　

協
会
は
こ
の
暴
挙
に
対
し
、「『
立
憲

主
義
』を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い『
憲
法
違
反
』の
安
全
保
障
関
連
法

案
の
強
行
採
決
に
、断
固
抗
議
す
る
」

と
の
声
明
を
発
表
。首
相
官
邸
や
自

民
、公
明
の
本
部
、県
選
出
国
会
議
員
、

各
政
党
県
連
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
抗
議
声
明
全
文
は
3
面
に
掲
載
）

安
全
保
障
関
連
法
案

衆
院
特
別
委
で
の
強
行
採
決
に

抗
議

日
本
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
う
」と
の
声

を
あ
げ
、安
全
保
障
関
連
法
案
へ
の
強

い
意
志
を
表
明
し
ま
し
た
。

違憲はイケン！　1717年（享保二年）の「陰徳太
平記」によると、八木村（現安佐
南区八木）にある阿生山の中迫
という所に大蛇が現れ人々の往来
を乱した。1532年（天文元年）室町時
代の春、中腹に現れた大蛇を地元の
香川勝雄が退治した。大蛇の首が落
ちた池を「蛇王池」といい、「蛇王池伝
説」があり、「蛇王池の碑」の石碑と
「蛇王池の一部」が現在も残ってい
る。「陰徳太平記」の中で土石流を思
わせる記述があり、阿武山（旧阿生
山）の地形と下流の沖積錘の形成を
みると、蛇王とは土石流と考えられ
る。先人が後世のために教訓として
建てたものである。しかし、これを無
視して、「開発」の名で危険地域に土
地造成がなされた。当時の行政担当
者は取材に答えて「開発業者と地主
の要望が強かったので許可した」と
述べているが、安全性をないがしろ
にした行政の責任は大きい。
　1999年6月29日、広島市佐伯区を中
心に土砂災害が発生し、犠牲者が出
た。これを機に土砂災害防止法が制
定され、警戒区域と特別警戒区域が
指定された。広島県では危険地域は
3万1987カ所あり、今までに全体の
30％しか指定されていない。また、広
島県の砂防などの予算が年々減額さ
れていることが昨年8月19日の議会
で明らかになった。皮肉にもその翌
日に八木地区に短時間集中豪雨で土
石流が発生し、72人が犠牲になり、可
部高松山流域でも2人が犠牲になっ
た。この集中豪雨は1時間に100ｍｍ
超というとてつもない雨量であっ
た。積乱雲1個で1時間降ると、20～30
ｍｍの雨と言われていることから、1
時間で積乱雲が5個発生したことに
なる。
　積乱雲を次々発生させ、線上降水
帯を作ることをバックビルディング
と言う。水蒸気を多く含んだ南風が
豊後水道を渡り、1000ｍ級の中国山
地にぶつかって積乱雲が発生する。

解析度が高まった気象衛星ひ
まわり8号の活躍が望まれる。
　土石流の歴史の調査では、現

地での地層を見つける。炭化した樹
木、放射性炭素検査などの調査で、土
石流の発生頻度、土石流の範囲（発
生規模）などで、渓流のもつ長期的リ
スクが解る。最近可部東地区の調査
で、1200～1100年前、500～400年前、
1956年以降の3回土石流が発生した
ことが分かった。2015年度からは航
空レーザー測量が始まっている。先
人たちが残した記録（文献）・石碑な
どを解析し得られた情報や科学的に
地質などの痕跡を分析して得られた
情報を組み合わせて、土砂災害から
の被害を少なくする時間防災学の考
えもある。
　また、避難についても考える必要
がある。日本では漢字2文字で避難
しかない。「危ないから逃げろ」と
しか理解されていない。欧米では、3
種類に分類されている。1つ目は緊
急避難（evacuation）、2つ目は滞在
避難（sheltering）、3つ目は難民避難
（refuge）である。2つ目と3つ目は行
政が対応できるが、1つ目は個人個人
で住んでいる条件が違い、行政の避
難指示の伝達に困難さがあり、最終
的には「自分で判断」し、想定に拘ら
ずに率先して行動することである。
前提としてそれぞれ地区の危険性や
その対応策を行政として明確にして
住民に伝える必要がある。
　最後に自然災害は繰り返す、自然
の脅威には勝てない。「災害から逃げ
る」「自然の力を分散させる。和らげ
る」ことが必要である。自分たちが住
んでいる地域の地理条件、気象条件、
石碑など歴史の教訓を調べ上げ、そ
れを生かすことが防災につながると
思われる。
（参考：2015年6月12日（金）RCCテレ
ビNEWS6スペシャル「歴史は警告す
る～土砂災害と広島～」）

主　 張

災
害
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
対
策

　

皆
さ
ん
の
所
の
広
告

は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

と
い
う
の
も
最
近
医

療
施
設
の
大
々
的
な
広

告
を
目
に
す
る
こ
と
が

増
え
た
か
ら
で
す
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
広
告
会
社
に
任
せ
き
り
に
な
っ
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

2
0
0
7
年
医
療
法
の
広
告
に

関
す
る
内
容
が
緩
和
さ
れ
た
と
は

い
え
、実
質
的
に
は
か
な
り
厳
し
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

例
え
ば
、「
○
○
セ
ン
タ
ー
」と
い

う
文
言
を
広
告
に
使
用
す
る
の
は
、

医
療
法
第
6
条
の
5
第
1
項
第
13
号

で
行
政
府
が
認
め
る
場
合
以
外
で
禁

止
。又「
血
管
ド
ッ
ク
」「
骨
ド
ッ
ク
」

な
ど
も
告
示
第
4
条
第
6
号
で
禁

止
。

　

あ
る
有
名
な
歌
手
が
前
歯
を
治
し

た
こ
と
か
ら
造
語
さ
れ
た「
審
美
歯

科
」は
、現
在
大
学
で
は
講
座
が
設
置

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、「
審

美
歯
科
」と
言
う
文
言
は
医
療
法
で

は
診
療
科
名
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。し
た
が
っ
て
看
板
や
広
告
文

へ
の
記
載
は
違
法
で
あ
る
。一
方
違

法
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、街
に
は
カ

ラ
フ
ル
な
写
真
入
り
の
看
板
広
告
、

バ
ス
1
台
外
壁
全
面
の
動
く
広
告
、

ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
診
療
内
容
の
紹
介
や

術
前
術
後
を
比
較
す
る
写
真
掲
載
、

チ
ラ
シ
な
ど
は
医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
第
2
―
5
で
広
告
規
制
対
象
媒

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。掲
載
内
容
、文

言
な
ど
に
は
細
か
く
規
定
が
あ
り
、

合
わ
せ
て
薬
事
法
な
ど
他
の
法
律
に

も
抵
触
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

2
0
0
7
年
の
改
正
で
は
罰
則
も

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、罰
金
も
科
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
他

も
し
て
い
る
の
だ
か
ら
自
分
も
大
丈

夫
だ
ろ
う
」で
は
な
く
自
分
の
目
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
確
か
め
ら
れ
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？

今
の
よ
う
な
医
療
業
界
が
厳
し
い
時

で
す
。何
を
す
る
に
も
注
意
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
肝
要
か
と
…�

（
Ｎ
）

医の眼、
 歯科の眼

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

安全保障関連法案は廃案に
～7・9保団連中央要請行動で議員へ要請～

懇談に応じる大平議員（右）

懇談に応じる仁比議員（右）
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2
0
1
5
年
度
の
指
導
実
施
計
画

に
つ
い
て
、中
国
四
国
厚
生
局
か
ら

開
示
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

個
別
指
導
実
施
予
定
保
険
医
療
機

関
数
は
、医
科
が
1
0
0
保
険
医
療

機
関（
情
報
提
供
11
、再
指
導
26
、高

点
数
63
）、歯
科
が
64
保
険
医
療
機
関

（
情
報
提
供
3
、再
指
導
12
、高
点
数

49
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
情
報
提
供
」は
、審
査

支
払
機
関
や
保
険
者
、被
保
険
者
な

ど
か
ら
診
療
内
容
な
ど
の
請
求
に

関
す
る
情
報
提
供
が
あ
り
、個
別
指

導
が
必
要
と
さ
れ
た
保
険
医
療
機
関

が
対
象
で
す
。ま
た
、「
再
指
導
」は
個

別
指
導
ま
た
は
新
規
個
別
指
導
の
結

果
、『
再
指
導
』が
必
要
と
さ
れ
た
保

険
医
療
機
関
、ま
た
は『
経
過
観
察
』

で
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た

保
険
医
療
機
関
が
対
象
で
す
。

　

い
か
な
る
選
定
理
由
で
あ
っ
て
も
、

指
導
は
、健
保
法
等
の
根
拠
法
律
、指

導
大
綱
な
ど
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。日
常
の
カ
ル

テ
記
載
や
療
養
の
給
付
に
関
す
る
書

類
の
整
備
を
基
本
と
し
、指
導
当
日

の
弁
護
士
帯
同
、録
音
の
実
施
な
ど
、

し
っ
か
り
準
備
し
て
臨
む
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

な
お
、新
規
個
別
指
導（
新
規
個

別
）に
つ
い
て
は
、選
定
委
員
会
に
は

か
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、例
年
通

り
実
施
さ
れ
て
い
る
模
様
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
再
開
さ
れ
た
医
科
の

集
団
的
個
別
指
導（
実
施
は
集
団
部

分
の
み
）は
、今
年
度
も
病
院
・
診
療

所
あ
わ
せ
て
1
8
5
保
険
医
療
機
関

が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、歯
科

は
1
2
7
保
険
医
療
機
関
が
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。「
患
者
層
や
地
域
性
を

無
視
し
、高
点
数
の
み
を
基
準
と
す

る
の
は
問
題
」、「
委
縮
診
療
を
強
い

る
な
」な
ど
、改
善
を
求
め
る
声
が
協

会
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、協
会
は
集
団
的
個
別
指
導

の
廃
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

　　　2015年度
●個別指導実施予定保険医療機関数　64
　（新規個別指導除く）
　・情報提供…… 3
　・再指導………�12（個別・共同指導の結果8、新規

個別指導の結果4）
　・高点数………49
●集団的個別指導実施予定保険医療機関数　127
　・県平均点数…1，377点
　・対象点数……1，652点
※総保険医療機関数　1，589

抗�議�声�明
「立憲主義」を無視することは許されない

「憲法違反」の安全保障関連法案の強行採決に、断固抗議する

　安倍政権は、7月15日、衆議院平和安全法制特別委員会において、安全保
障関連法案の強行採決を行いました。私たちは、命を守る医師・歯科医師と
して、自衛隊員や国民を危険にさらす本法案の採決強行に強く抗議し、法
案をただちに撤回し廃案とすることを求めます。
　いずれの世論調査でも、多くの国民が「反対」や「説明不足」と答え、数万
人規模での抗議が続いています。憲法審査会での「違憲」判断をはじめ、多
くの学者・研究者が「憲法違反」を指摘し、今やあらゆる分野から法案取り
下げを求める声があがっています。
　この間、安倍政権の報道機関への圧力とそれによる報道の萎縮がまん延
したことによって、全国で展開される大規模な反対行動は隠され、採決時
にはテレビ中継すら行われませんでした。閣議決定に先んじて米国議会で
法案成立を誓った安倍首相は、自国の国会審議で曖昧な答弁を繰り返して
います。独裁的な政権運営に、すでに多くの国民が不信感を抱いています。
　安倍首相が猛進する道は対米従属、軍備増強への道であり、社会保障の
充実と相容れないものです。国民に負担を押し付けるばかりか、命をも奪
うような法案です。また、広島の被爆者たちが繰り返し誓ってきた「過ちは 
繰返しませぬから」の言葉を踏みにじるものであり、広島の医師、歯科医師
として断じて許すことはできません。
　安倍首相、自公両党に強く抗議するとともに、衆議院への上程をとりや
め、直ちに廃案にすることを求めます。そして「立憲主義」の下、民主主義を
守り平和国家への責務を全うすることを強く要求します。

2015年7月16日 広島県保険医協会

2015年度個別
指導・集団的個別
指導の実施計画
明らかに

【医科】2015年度　　　　　　　　　　　
集団的個別指導実施予定保険医療機関数

【病院】

類型区分 総保険医療
機関数 指導予定数 県平均点数 対象点数

一 般 病 院 186 14 47,639 52,402
精 神 病 院 32 0 37,873 41,660
その他（※） 26 1 60,489 66,537
合 計 242 15 － －
※その他（臨床研修指定病院、大学附属病院、特定機能病院）

【診療所】

類型区分 総保険医療
機関数 指導予定数 県平均点数 対象点数

内 科 767 61 1,478 1,773
内科（在宅） 433 34 1,703 2,043
内科（透析） 49 3 7,436 8,923
精神神経科 71 5 1,511 1,813
小 児 科 120 7 950 1,140
外 科 132 10 1,815 2,178
整 形 外 科 169 13 1,385 1,662
皮 膚 科 119 9 810 972
泌 尿 器 科 20 1 1,366 1,639
産 婦 人 科 65 5 1,028 1,233
眼 科 168 13 863 1,035
耳鼻咽喉科 117 9 753 903
合 計 2,230 170 － －
除外となる医療機関は「1カ月あたりのレセプトが概ね10件未満
の保険医療機関」、「前年度・前々年度に集団的個別指導、個別指導
を受けた保険医療機関」（病院・診療所共通）
対象点数＝県平均点数×1．2（病院は×1．1）

【医科】2015年度　　　　　　　　
個別指導実施予定保険医療機関数

【病院】

類型区分 総保険医療機
関数

指導予定数
（選定数）①

選定理由

情報提供② 再指導（個別指
導の結果）③

再指導（新規個別
指導の結果）④ 高点数⑤

一 般 病 院 186 7 1 3 0 3
精 神 病 院 32 1 0 0 0 1
その他（※） 24 1 0 0 0 1
合 計 242 9 1 3 0 5
※その他（臨床研修指定病院、大学附属病院、特定機能病院）
【診療所】

類型区分 総保険医療機
関数

指導予定数
（選定数）①

選定理由

情報提供② 再指導（個別指
導の結果）③

再指導（新規個別
指導の結果）④ 高点数⑤

内 科 767 31 3 2 3 23
内科（在宅） 433 17 2 6 1 8
内科（透析） 49 2 0 0 0 2
精神神経科 71 3 0 0 1 2
小 児 科 120 5 0 0 0 5
外 科 132 5 1 2 2 0
整 形 外 科 169 7 0 3 2 2
皮 膚 科 119 5 1 1 0 3
泌 尿 器 科 20 1 0 0 0 1
産 婦 人 科 65 3 0 0 0 3
眼 科 168 7 3 0 0 4
耳鼻咽喉科 117 5 0 0 0 5
合 計 2,230 91 10 14 9 58
病院・診療所とも①＝②＋③＋④＋⑤

歯科



（毎月１回発行） （第474号）2015年8月10日（4）広 島 保 険 医 新 聞

講　師　佐藤一樹先生
　　　　 医）社団いつき会ハートクリニック院長

東京保険医協会勤務医委員会委員
と　き　2015年9月26日（土）19：00～21：00
ところ　広島グランドインテリジェントホテル2Ｆ
　　　　「芙蓉」
　　　　広島市南区京橋町1－4
対　象　 協会会員・会員医療機関スタッフ（未入会

の先生は入会後に参加可能です）
参加をご希望の先生は、今月下旬に発送予定の案
内ハガキにてお申込みください

―
歯
科
医
師
を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
健
康
優
良
児
で

し
た
が
、
唯
一
、
ず
っ
と
歯
医
者
と

は
縁
が
切
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
歯
医

者
で
治
療
を
す
る
中
で
、
怖
い
思
い

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
大
学
生
の

こ
ろ
ま
で
か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
に

か
か
っ
て
い
て
、そ
こ
の
先
生
が「
あ

な
た
は
虫
歯
に
な
り
や
す
い
か
ら
、

一
生
自
分
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
歯

学
部
に
行
っ
て
は
ど
う
か
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
歯
で
痛
い
思
い
を
し

て
、
苦
労
を
し
て
き
た
と
い
う
自
分

の
思
い
か
ら
、
歯
科
医
師
を
目
指
し

ま
し
た
。

―
開
業
さ
れ
て
何
年
に
な
る
の
で
す

か
　

来
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
。
同
じ

ビ
ル
に
入
っ
て
い
た
医
療
機
関
の
先

生
が
私
の
親
戚
な
ん
で
す
。
自
分
一

人
で
全
く
知
ら
な
い
土
地
で
開
業
す

る
よ
り
、
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
方

が
安
心
で
き
る
の
で
、
今
の
場
所
で

開
業
し
ま
し
た
。
ま
た
、
娘
の
教
育

環
境
や
、
将
来
両
親
も
年
老
い
て
い

く
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
西
区
は

学
校
や
医
療
機
関
も
多
く
、
交
通
面

で
の
利
便
性
も
良
い
の
で
、
こ
こ
で

開
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
先
生
の
ご
趣
味
は

　

昔
は
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
木
彫
り
な
ど
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
開

業
し
て
か
ら
は
忙
し
く
、
な
か
な
か

時
間
が
取
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
中
で
も
、
趣
味
と
言
え
る

も
の
は
、
愛
犬
ム
ク
ち
ゃ
ん
の
世
話

で
す
ね
。
私
が
家
に
帰
る
と
走
っ
て

迎
え
に
来
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ

れ
が
す
ご
く
可
愛
く
て
、
と
て
も
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
協
会
に
入
会
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

　

大
学
卒
業
後
7
、
8
年
ほ
ど
経
っ

て
か
ら
開
業
し
た
の
で
す
が
、
私
の

同
期
は
す
で
に
何
人
か
開
業
し
て
お

り
、
協
会
に
入
会
し
て
い
る
先
生
か

ら
、
共
済
や
テ
キ
ス
ト
が
す
ご
く
良

い
と
薦
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

―
協
会
の
行
事
な
ど
に
は
よ
く
参
加

さ
れ
る
の
で
す
か

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
都
合
が
合
え
ば
参

加
し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演

さ
れ
る
先
生
は
、
そ
の
道
の
プ
ロ
な

の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

―
協
会
の
活
動
へ
の
要
望
な
ど
は
あ

り
ま
す
か

　

ス
タ
ッ
フ
に
関
し
て
は
、謙
譲
語
、

尊
敬
語
、
丁
寧
語
が
混
ざ
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
敬
語
の
使
い
方

の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ホ
テ
ル
で
食
事
を

し
な
が
ら
マ
ナ
ー
を
学
べ
る
機
会
な

ど
が
あ
れ
ば
楽
し
い
か
な
と
。
そ
れ

ら
を
通
じ
て
接
待
さ
れ
る
側
の
心
地

よ
さ
を
ス
タ
ッ
フ
に
分
か
っ
て
も
ら

え
れ
ば
、
患
者
さ
ん
に
反
映
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
外
科
系
の

話
が
で
き
る
先
生
の
研
修
会
が
あ
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

―
先
生
の
診
療
方
針
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

　

私
自
身
の
経
験
か
ら
、
患
者
さ
ん

に
は
痛
い
思
い
を
し
て
ほ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
人
に
口
の
中
を
見
せ
る
こ

と
は
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
で
、

そ
れ
を
任
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
痛
い
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
さ
れ
て
嫌

な
こ
と
は
し
た
く
な
い
の
で
、
そ
こ

が
自
分
の
仕
事
に
生
か
さ
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
ｒ
．
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
考
え

方
は
あ
る
の
で
す
が
、
私
は
子
ど
も

の
治
療
は
、
特
に
無
理
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
、
泣
い
て
ま
で
治
療
す
る

も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

泣
い
て
い
た
ら
、
き
ち
ん
と
話
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
む
せ
た
り
す
る
た

め
、
か
え
っ
て
危
な
い
の
で
、
そ
の

時
は
歯
磨
き
指
導
で
終
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
も
し
、
無
理
を
さ
せ
て

ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
た
ら
可
哀
想
で
す

し
、
そ
れ
が
元
で
痛
く
て
も
歯
医
者

に
行
か
な
い
大
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
今
後
の
診
療
目
標
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　

歯
科
医
療
を
通
し
て
、
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
で
、
役
に
立
て
た

と
自
分
が
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
が
自
分
の
生
き
が
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
、
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
診
療
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
自
分
の
家
族
や
自
分
自
身

が
病
院
に
行
っ
た
と
き
に
、
担
当
の

先
生
に
も
う
少
し
聞
き
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
聞
き
に
く
い
雰
囲
気
の

時
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
自
分
は
医

療
人
と
し
て
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
、

患
者
さ
ん
が
何
か
聞
き
た
そ
う
に
し

て
い
る
こ
と
を
汲
み
取
り
な
が
ら
、

診
療
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
気
を
付

け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
楽
し
く
学
ん
で
、
楽

し
く
診
療
す
る
」
こ
と
で
す
。
楽
し

く
な
い
と
続
か
な
い
の
で
、
ス
タ
ッ

フ
に
も
楽
し
く
仕
事
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

研
究・学
術
活
動
交
流
会
に
出
席
し
て

（
報
告
）理
事
　
中
村
孝
次
郎

　

2
0
1
5
年
7
月
12
日
、
新
宿
農

協
会
館
に
於
い
て
研
究
会
が
開
か
れ

出
席
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
全
国

か
ら
65
人
の
関
係
者
が
参
加
し
て
お

り
、
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
歯
性
病
巣
感
染
と
皮
膚
疾
患
に

医
師
、
医
師
）
の
被
ば
く
は
さ
け
ら

れ
な
い
の
で
状
況
に
応
じ
て
是
是

非
々
に
対
応
す
る
こ
と
。
日
本
を
含

め
各
国
は
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
、

今
後
と
も
大
切
な
課
題
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
各
協
会
よ
り
活
動
状
況
の

報
告
が
あ
り
、
広
島
協
会
か
ら
は

大
堂
副
理
事
長
が
発
表
し
ま
し
た
。

様
々
な
幅
広
い
テ
ー
マ
で
、
医
師
、

歯
科
医
師
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
高
血
圧
症
の
疫
学
的
研
究

の
発
表
が
あ
り
、
時
間
が
あ
っ
と
言

う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

つ
い
て
」
と
い
う
、
興
味
あ
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
難
治
性
の
皮
膚
疾

患
が
歯
科
治
療
に
よ
り
軽
減
・
消
失

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
医
科

に
お
け
る
皮
膚
疾
患
の
診
断
と
充
分

な
連
携
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
時
と
し
て
思
わ
ぬ
事
態
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
気
を
つ

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大

震
災
で
歯
牙
鑑
定
を
行
っ
た
報
告

が
あ
り
、
主
な
役
割
は
、
異
物
除

去
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、
デ
ン
タ
ル

チ
ャ
ー
ト
の
作
成
な
ど
で
し
た
が
、

困
難
を
極
め
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
、「
医
療
放
射

線
被
ば
く
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
崎

山
比
早
子
先
生
（
元
放
医
研
主
任
研

究
官
）
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
医

療
従
事
者
（
技
師
、
看
護
師
、
歯
科

協会の活動を話す大堂副理事長（右から2人目）

保団連

医師法21条再論考と新しい医療事故
調査制度の課題と問題点

医科研究会

多数の参加をお待ちしています！

（レセプト摘要欄の記載）

Q1 歯科疾患管理料（歯管）を算定した患者さんが任意に診療を中

止し、2ヵ月経過後に来院されました。初診料を算定できると思い

ますが、レセプト摘要欄に前回治療年月日の記載が必要ですか。

A1 任意中断の場合、記載の必要はありません。記載が必要なケー

スは、歯管を算定し、治療計画に基づく一連の治療が終了した日

から起算して2 ヵ月を超えた場合であって、初診料を算定する場合

です。

※参考 「歯科点数表の解釈」（平成26年4月版）p851診療報酬請求書

等の記載要領（21）イ

（医学管理等）
Q1 診療情報提供料Ⅰの歯科医療機関連携加算は、当院が歯科を標榜

しておらず、歯科を標榜する他の医療機関に対して診療情報を提供

した場合に算定できることになっている。この時の歯科医療機関は、

当院と特別の関係にあっても算定できるのか。

A1 診療情報提供料Ⅰは、特別な関係にある場合は算定できません。

（在宅医療）
Q2 在宅患者訪問診療料等について、特別養護老人ホーム等の施設で、

形態としては同一の施設であるが、棟が異なる場合、同一建物か。

A2 別建物の扱いです。

医科点数等 Q＆A

歯科点数等 Q＆A

会員訪問43会員訪問43会員訪問43会員訪問43
吉野　美穂　先生吉野　美穂　先生吉野　美穂　先生吉野　美穂　先生
よしの歯科クリニック
（広島市西区）
よしの歯科クリニック
（広島市西区）
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コ
ス
ト
は
青
天
井
で
す
が
、介
護
費

は
給
付
限
度
額
ま
で
で
、国
の
費
用

を
節
約
で
き
、結
果
と
し
て
医
療
費

の
伸
び
は
わ
ず
か
で
す
が
、介
護
費
は

10
年
間
で
2
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
医
療
機

関
は
人
件
費
の
増
加
に
注
意
し
な
が

ら
看
護
師
を
確
保
し
、
施
設
開
設
の

可
能
性
を
検
討
し
、
で
き
な
い
な
ら

特
定
施
設
、
サ
高
住
を
検
討
し
て

は
？
い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
後
診
療
点

数
は
改
定
の
た
び
に
下
げ
ら
れ
る
の

で
医
療
機
関
は
「
急
性
期
入
院
医
療

が
医
療
の
王
道
」
の
考
え
を
改
め
、

高
齢
社
会
で
は
虚
弱
高
齢
者
に
急
性

期
医
療
の
割
合
は
小
さ
く
、
事
業
を

撤
退
す
る
分
野
と
拡
大
す
る
分
野
に

選
別
し
、
撤
退
す
る
分
野
は
他
の
医

療
機
関
と
連
携
し
患
者
を
継
続
的
に

ケ
ア
す
る
等
の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
著
書
で
あ
る
「
医

療
・
介
護
問
題
を
読
み
解
く
」（
Ｈ

経
文
庫　

2
0
1
4
）
に
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

本
日
の
講
演
で
診
療
点
数
の
改
定

が
厚
労
省
で
は
な
く
、財
務
省
主
導
で

行
わ
れ
、医
療
費
の
4
分
の
1
は
国
税

で
賄
わ
れ
、国
の
一
般
会
計
予
算
の
10

分
の
1
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
、療
養

病
床
削
減
の
た
め
医
療
の
必
要
度
の

低
い
患
者
の
点
数
を
コ
ス
ト
割
れ
に

設
定
す
る
な
ど
し
て
政
策
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

日
本
は
皆
保
険
制
度
で
、
ほ
と
ん

ど
の
医
師
が
保
険
医
の
た
め
政
府
の

意
向
を
反
映
し
た
点
数
の
変
更
か
ら

政
府
の
意
図
を
読
み
取
ら
な
い
と
採

算
部
門
が
不
採
算
部
門
に
な
る
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
保
険
医
は
自
ら

サ
ー
ビ
ス
価
格
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
以
上
を
ふ
ま
え
た
上
で

保
険
医
協
会
は
、
国
民
の
医
療
と
保

険
医
の
生
活
を
守
る
活
動
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
分
科
会
Ａ

「
2
0
1
6
年
、
18
年
医
科
診
療
報

酬
改
定
の
方
向
性
と
課
題
」
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。
講
師
の
慶
応

大
学
名
誉
教
授
池
上
直
己
先
生
は
、

「
こ
の
講
演
は
、
政
府
の
政
策
を
批

判
す
る
の
が
目
的
で
は
な
く
政
策
を

理
解
し
対
策
を
考
え
る
の
が
目
的
で

あ
る
。
医
療
機
関
の
経
営
は
国
の
政

策
で
一
変
す
る
。
診
療
点
数
の
変
更

や
地
域
医
療
構
想
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
を
理
解
し
対
策
を
立
て
る
こ
と
が

必
要
」
と
前
置
き
し
、
病
院
の
対
策

と
し
て
コ
ス
ト
管
理
・
人
事
管
理
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
構
想
で
は
、急
性
期
病

床
は
削
減
の
方
向
で
す
が
、急
性
期

医
療
の
需
要
も
減
る
傾
向
で
、今
後

は
回
復
期
・
慢
性
期
の
需
要
が
高
ま

り
、病
床
の
不
足
が
見
込
ま
れ
、医
療

か
ら
介
護
、施
設
か
ら
居
宅
へ
の
流

れ
が
高
ま
る
と
の
こ
と
で
す
。医
療

「
社
会
保
障
と
財
源
―『
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
一
体
改
革
』に
参
加
し
て

（
報
告
）　
副
理
事
長
　
大
堂
敏
彦

「
元
防
衛
官
僚
が
語
る
―『
集
団
的
自
衛
権
行

使
』問
題
の
本
質
を
考
え
る
」を
聴
講
し
て

（
報
告
）　
理
事
　
上
田
喜
清

講座1

講座3

　

7
月
4
日
東
京
で
保
団
連
夏
季
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。鶴
田
廣
巳

先
生（
関
西
大
学
商
学
部
教
授
）の「
社

会
保
障
と
税
財
政
改
革
の
課
題
」に
つ

い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

戦
後
日
本
高
度
経
済
成
長
時
代
に

公
共
事
業
を
中
心
と
す
る
財
政
政
策

が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。毎
年
個
人

所
得
は
増
え
、税
収
は
増
加
し
経
済

成
長
が
前
提
と
し
た
財
政
構
造
で
し

た
。し
か
し
1
9
7
0
年
代
よ
り
経

済
成
長
率
は
鈍
化
し
、1
9
9
1
年
～

2
0
1
3
年
度
の
実
質
年
間
平
均
経

済
成
長
率
は
0
・
9
％
で
し
た
。ド
イ

ツ
で
は
1
9
7
0
年
代
以
降
は
経
済

成
長
の
鈍
化
と
高
齢
化
が
進
行
し
た

為
、公
共
投
資
は
著
し
く
低
下
し
、社
会

サ
ー
ビ
ス
中
心
型
の
財
政
へ
と
シ
フ

ト
し
て
い
ま
す
。し
か
し
日
本
で
は
赤

字
国
債
を
発
行
し
、今
ま
た
土
建
国
家

へ
と
回
帰
し
て
い
ま
す
。債
務
の
累
積

に
よ
り
国
家
財
政
は
息
詰
ま
っ
て
お

り
、政
府
は
社
会
保
障
費
の
歳
出
改
革

（
歳
出
削
減
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
」で
は

自
助
を
基
本
に
、共
助
、公
助
と
組
み

合
わ
せ
る
な
ど
非
常
に
わ
か
り
に
く

い
文
章
で
は
あ
り
ま
す
が
、社
会
保
障

費
削
減
を
国
民
に
押
し
つ
け
る
内
容

で
す
。消
費
税
収
入
は
社
会
保
障
の
充

実
に
は
向
け
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、高

齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
伸
び（
年

1
兆
円
）を
年
間
5
0
0
0
億
円
削
減

す
る
基
本
方
針
を
政
府
は
示
し
て
い

ま
す
。

　

社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
を
受
け
、

医
療
で
は
病
床
削
減
に
よ
る
患
者
追

い
出
し
、介
護
で
は
要
支
援
1
・
2
を

市
町
村
に
丸
投
げ
、そ
の
他
、年
金
支

給
年
齢
の
引
き
上
げ
、生
活
保
護
基
準

の
切
り
下
げ
な
ど
な
ど
。今
後
の
社
会

保
障
費
削
減
政
策
は
目
白
押
し
で
す
。

記念講演

分科会

「アベノミクスのもた
らす危機と打開の方
向」を聴講して

「2016年、18年医科
診療報酬改定の方向性
と課題」に参加して

（報告）　副理事長　数野　博

（報告）理事　古屋和博

　

講
師
の
水
野
和
夫
氏（
日
本
大
学

国
際
関
係
学
部
教
授
）は
、ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
三
本
の
矢
政
策
は
、す
で
に

失
敗
し
た
小
泉
内
閣
の
政
策
の
焼
き

　

講
師
の
柳
澤
協
二
氏
は
1
9
7
0

年
東
大
法
学
部
卒
業
後
防
衛
庁
に
入

庁
、官
房
長
、防
衛
研
究
所
長
等
を
経

て
、2
0
0
4
～
2
0
0
9
年
、小

泉
、安
倍
、福
田
、麻
生
政
権
で
内
閣

官
房
副
長
官
補（
安
全
保
障
・
危
機
管

理
担
当
者
）等
歴
任
。第
一
次
安
倍

政
権
で
は
、集
団
的
自
衛
権
な
ど
を

論
議
す
る「
安
保
法
制
懇
」に
参
加
。

退
官
後
第
二
次
安
倍
政
権
が
進
め
る

「
憲
法
解
釈
の
見
直
し
」に
批
判
的
立

場
で
発
言
し
て
い
る
方
で
す
。

　

柳
澤
氏
は
、違
憲
と
も
い
え
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
に
必
要
な
法
的

裏
づ
け
と
し
て
、安
倍
政
権
は
安
保

法
を
10
本
の
改
正
と
1
本
の
新
法
を

成
立
さ
せ
、恒
久
法
と
し
て
位
置
づ

け
、平
時
か
ら
有
事
へ
と
切
れ
目
の

な
い
日
米
共
同
軍
事
態
勢
を
敷
こ

う
と
し
、こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
招
か

れ
る
危
険
に
つ
い
て
、過
去
の
例
を

挙
げ
て
語
り
ま
し
た
。過
去
40
年
間
、

自
民
党
政
権
が
踏
み
外
す
こ
と
の
な

か
っ
た
憲
法
9
条
を
何
故
、逸
脱
し

て
、集
団
的
自
衛
権
を
法
制
化
し
よ

う
と
し
て
焦
っ
て
い
る
の
か
、そ
の

裏
に
は
安
倍
政
権
の
対
米
約
束
が
あ

り
、安
保
法
制
は
対
米
公
約
実
現
の

法
制
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
制
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
も
の
と
し
て
、①
自
衛
隊
の
活

動
範
囲
が
周
辺
か
ら
地
球
規
模
へ
の

拡
大
、②
武
器
使
用
が
自
己
防
衛
か

ら
任
務
遂
行
型
へ
変
化
、③
平
時
か

ら
の
戦
闘
参
加（
米
艦
防
御
等
）と
、

大
き
く
分
け
て
3
点
に
要
約
出
来
ま

す
が
、い
ず
れ
も
憲
法
違
反
で
あ
り
、

自
衛
官
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
、日
本

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
は
十

分
に
考
え
ら
れ
、危
険
な
法
改
正
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。自
衛

隊
員
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
、元
防
衛

庁
官
僚
の
立
場
か
ら
知
り
得
た
情
報

と
し
て
、イ
ラ
ク
及
び
イ
ン
ド
洋
派

遣
隊
員
の
帰
国
後
の
自
殺
者
が
一
般

人
の
10
倍
に
も
上
り
、派
遣
と
の
因

果
関
係
が
決
し
て
無
と
は
言
え
な
い

と
も
語
り
ま
し
た
。こ
の
件
に
つ
い

て
は
最
近
一
般
報
道
も
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

柳
澤
氏
は
元
防
衛
庁
官
僚
と
い
う

立
場
か
ら
、大
変
説
得
力
の
あ
る
安

保
法
制
改
正
の
危
険
性
に
つ
い
て
語

り
、今
国
会
で
の
法
案
成
立
を
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し

た
。以
上
、簡
略
で
す
が
報
告
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

直
し
で
あ
り
、新
し
い
も
の
は
何
も

な
く
、毎
年
の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ

と「
成
長
戦
略
」を
打
ち
出
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は「
失
敗

の
証
」で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。そ
し

て
、そ
の
失
敗
の
理
由
は「
過
去
10
数

年
間
の
所
得
の
減
少
と
貧
困
化
や
無

産
階
級
化
」、「
経
済
活
動
を
行
う
空

間
の
限
界
」、「
技
術
革
新
の
限
界
」な

ど
、成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
崩
壊
に
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。ま
た
、新
中
世

主
義
と
も
い
わ
れ
る「
国
家
の
消
滅

や
統
合
、紛
争
の
頻
発
、国
境
を
越
え

て
の
テ
ロ
組
織
や
テ
ロ
」な
ど
の「
近

代
秩
序
の
崩
壊
」と
相
俟
っ
て
、世
界

的
な「
ゼ
ロ
金
利
」か
ら
資
本
が
自
己

増
殖
で
き
な
く
な
っ
て「
資
本
主
義

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
で
日
本
の
相

対
的
貧
困
率
第
2
位
ま
で
押
し
上
げ
、

原
発
依
存
へ
の
固
執
、軍
需
へ
の
傾

向
、法
人
税
減
税
を
行
い
、大
企
業
へ

の
補
助
・
支
援
な
ど
。安
倍
政
権
は
日

本
を
不
安
定
に
さ
せ
る「
亡
国
内
閣
」

だ
と
鶴
田
先
生
が
切
り
捨
て
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

の
終
焉
」と
い
う
歴
史
の
危
機
を
迎

え
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

　

水
野
氏
は
、景
気
回
復
は
国
民
の

賃
金
、所
得
や
資
産
の
回
復
に
は
無

力
で
あ
り
、「
経
済
政
策
で
成
長
戦

略
を
打
ち
出
す
こ
と
自
体
、国
民
に

と
っ
て
よ
い
こ
と
な
の
か
」と
問
題

提
起
し
、成
長
戦
略
に
期
待
で
き
な

い
今
、人
々
の
暮
ら
し
、生
活
水
準
を

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
か
に
視

点
を
据
え
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。「
よ
り
速
く
、よ
り
遠
く
へ
、よ
り

合
理
的
に
」と
い
う
13
世
紀
以
来
の

資
本
主
義
か
ら
、「
よ
り
ゆ
っ
く
り
、

よ
り
近
く
に
、よ
り
寛
容
に
」と
い
う

ポ
ス
ト
資
本
主
義
へ
の
変
革
の
始
ま

り
で
あ
り
、ユ
ー
ロ
、東
ア
ジ
ア
、南

ア
ジ
ア
、北
米
、中
南
米
な
ど「
複
数

の
中
心
と
そ
の
周
辺
」の
中
で
富
を

循
環
さ
せ
て
い
く
方
向
に
世
界
は
進

み
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、安

倍
政
権
は
解
釈
改
憲
に
よ
る
安
保
法

案
で
、日
本
だ
け
が
地
球
の
裏
側
ま

で
自
衛
隊
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
お

り「
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
」

と
言
及
し
ま
し
た
。

分科会の様子

　7月4日～5日、保団連は45回目となる「夏季セミナー」を開催しました。全国から
医師、歯科医師など420人が参加。記念講演や分科会など多彩な企画があり、大いに
学びました。当会より、大堂敏彦、数野博両副理事長、上田喜清、古屋和博両理事の4
人が参加しました。

第45回保団連夏季セミナー開く
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困
っ
た
独
裁
者

ペ
ン
ネ
ー
ム　

山
本　

操

　

安
倍
さ
ん
は
安
保
法
案
を
数
の
力

で
押
し
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
他

者
の
批
判
を
受
け
付
け
ず
、
唯
我
独

尊
の
世
界
で
国
民
の
納
得
、
了
解
を

得
ず
し
て
、
進
ん
で
い
ま
す
。
報
道

機
関
の
目
と
口
を
押
さ
え
つ
け
、
得

意
顔
を
し
て
い
る
姿
に
は
、
恐
怖
を

覚
え
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
失
敗

平和への思い
ペンネーム　山本　操

う
事
実
で
あ
る
。こ
れ
は
ナ
チ
ス
に

匹
敵
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
あ
る
。

　

こ
の
歴
史
的
犯
罪
に
対
す
る「
人

類
の
検
証
」は
行
わ
れ
て
い
な
い
。こ

の
戦
争
犯
罪
に
対
す
る
研
究
は
、第

三
者
委
員
会
を
含
め
て
封
印
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。

　

被
爆
に
よ
る
物
理
的
被
害
、化
学
的

影
響
、肉
体
的
破
壊
、遺
伝
的
影
響
が

最
高
機
密
と
し
て
、ア
メ
リ
カ
軍
に
握

ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。さ
ら
に
は
、断

末
魔
の
人
間
の
地
獄
絵
と
、そ
れ
を
目

撃
し
つ
づ
け
介
抱
し
て
き
た
人
々
の
、

心
理
的
、精
神
的
な
混
乱
、恐
怖
は
、極

限
に
達
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

被
爆
の
実
態
と
悲
惨
な
状
況
を
刻

明
に
記
録
映
像
と
し
て
、広
島
市
民

の
み
な
ら
ず
、日
本
国
民
が
、少
年
も

老
人
も
目
を
そ
ら
さ
ず
に
見
る
こ
と

が
第
一
歩
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、戦
争
と
平

和
を
つ
き
つ
め
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。

　

ま
ず
、被
爆
の
実
相
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。人

類
初
の「
非
戦
闘
員
の
市
民
集
団
」に

対
す
る
生
体
実
験
が
行
わ
れ
た
と
い

～
4
8
0
0
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
傍
聴
し
て
～

　

2
0
0
9
年
12
月
に
提
訴
さ
れ
た

裁
判
は
、反
対
運
動
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
清
水
敏
保
さ
ん
、橋
本
久
男
さ

ん
、原
康
司
さ
ん
、岡
田
和
樹
さ
ん
に
、

中
国
電
力
が
約
4
8
0
0
万
円
の
損

害
賠
償
を
求
め
て
い
る
も
の
で
す
。経

済
的
に
優
位
な
企
業
が
、個
人
に
対
し

て
、抑
え
込
み
や
威
圧
を
目
的
に
起
こ

す
こ
の
よ
う
な
訴
訟
は「
ス
ラ
ッ
プ
訴

訟
」と
言
わ
れ
、ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、

ス
ラ
ッ
プ
を
禁
じ
る
判
例
や
防
止
法

の
制
定
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、本
人
尋
問
に
立
っ
た
清

水
さ
ん
と
原
さ
ん
に
対
し
て
中
電
側

の
弁
護
士
は
、漁
船
な
ど
で
埋
立
予

定
地
に
入
っ
た
こ
と
を
、「
事
前
に
、

工
事
実
施
の
際
は
船
舶
航
行
に
注

意
し
て
下
さ
い
、と
文
書
で
通
達
し

て
い
た
の
に
な
ぜ
侵
入
し
た
の
か
。

入
っ
た
ら
い
け
な
い
と
思
わ
な
か
っ

た
の
か
」と
質
問
し
ま
し
た
。し
か

し
、海
面
は
公
用
水
域
で
あ
り
、他
人

　

6
月
10
日
、中
国
電
力
が
、上
関
原

発
建
設
の
た
め
の
埋
立
工
事
に
抗
議

し
た
祝
島
住
民
ら
を
訴
え
て
い
る
訴

訟
の
主
尋
問
が
、山
口
地
裁
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏（
詩
人
・

翻
訳
家
）ら
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ

た「
上
関
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
4
人
を
応

援
す
る
応
援
団
バ
ス
ツ
ア
ー
」も
企

画
さ
れ
、広
島
県
内
か
ら
の
支
援
者

を
運
び
ま
し
た
。広
島
か
ら
27
名
、尾

道
か
ら
45
名
が
ツ
ア
ー
に
参
加
、42

の
傍
聴
席
に
1
9
6
名
の
傍
聴
希
望

と
な
り
ま
し
た
。

被
爆
電
車
特
別
運
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

青
木
克
明

　

原
爆
で
広
島
電
鉄
は
職
員
、車
両
と

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、3
日
後

に
は
一
部
路
線
で
運
行
を
再
開
し
て

市
民
を
元
気
づ
け
た
。今
も
、朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
1
9
4
2（
昭
和

17
）年
製
作
の
被
爆
電
車
6
5
1
号
、

6
5
2
号
が
現
役
で
運
行
し
て
い
る
。

　

被
爆
70
年
の
今
年
、Ｒ
Ｃ
Ｃ
と
共
同

で
被
爆
電
車
特
別
運
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。2
0
0
6
年
に

引
退
し
て
江
波
車
庫
で
眠
っ
て
い
た

6
5
3
号
が
整
備
さ
れ
被
爆
当
時
の
灰

庫
で「
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」～

被
爆
電
車
と
平
和
へ
の
祈
り
を
奏
で

る
夕
べ
～
が
開
か
れ
た
。3
台
の
被
爆

電
車
を
前
に
、同
じ
千
田
町
で
被
爆
し

た「
ミ
サ
コ
の
被
爆
ピ
ア
ノ
」が
大
下

由
紀
江
さ
ん
、武
藤
美
鶴
さ
ん
に
よ
っ

て
演
奏
さ
れ
、大
島
久
美
子
さ
ん
の
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
と
、今
井
勉
さ
ん
の
パ
ン

フ
ル
ー
ト
演
奏
が
行
わ
れ
た
。パ
ン
フ

ル
ー
ト
と
は
竹
筒
を
並
べ
た
楽
器
で

今
井
さ
ん
の
も
の
手
作
り
だ
そ
う
だ
。

岡
山
弁
で
の
ト
ー
ク
も
楽
し
く
、平
和

へ
の
思
い
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

被
爆
ピ
ア
ノ
は
調
律
師　

矢
川
光

則
さ
ん
の
手
で
復
活
し
た
も
の
で
あ

り
、国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
演
奏

活
動
を
さ
れ
て
き
て
い
る
。

被
爆
電
車
6
5
3
乗
車
、被
爆
ピ
ア
ノ

演
奏
会
は
今
後
、協
会
の
文
化
行
事
と

し
て
も
検
討
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。（
広
島
市
安
佐
南
区
・
広
島
共
立
病

院
勤
務
）

色
と
青
色
の
塗
装
に
塗
り
替
え
ら
れ
て

6
月
13
日
か
ら
8
月
30
日
ま
で
の
土
日

祝
日
に
1
日
2
便
、広
島
駅
、西
広
島
を

予
約
制
で
往
復
運
行
し
て
い
る
。

　

7
月
11
日
の
午
前
便
に
乗
車
し
た
。

車
内
に
は
4
台
の
大
型
デ
イ
ス
プ
レ

イ
が
設
置
さ
れ
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
乗
客
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
原
爆

被
害
と
復
興
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ
て
お
り
驚
い
た
。

　

西
広
島
で
の
休
憩
時
間
に
運
転
手

さ
ん
に
話
を
聞
い
て
み
た
。6
5
0
系

は
モ
ー
タ
ー
が
弱
い
の
で
ス
ピ
ー
ト

が
出
ず
、そ
れ
ぞ
れ
動
き
方
が
微
妙
に

違
う
そ
う
だ
。

　

6
5
3
号
は
今
後
も
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
の
運
行
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。製
造
さ
れ
た

1
9
4
2（
昭
和
17
）年
に
は
金
属
回

収
令
で
金
属
の
強
制
供
出
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、鋼
鉄
製
大
型
電
車
5
両
が

広
電
に
配
備
さ
れ
た
の
は
軍
都
広
島

の
輸
送
拡
大
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

12
日
17
時
か
ら
は
広
電
千
田
町
車

の
共
同
使
用
を
妨
げ
な
い
限
度
で
、

許
可
等
を
必
要
と
せ
ず
、自
由
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

7
月
1
日
に
は
橋
本
さ
ん
、岡
田
さ

ん
へ
の
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。岡
田

さ
ん
か
ら
は
、危
険
な
工
事
を
停
止
さ

せ
よ
う
と
海
に
入
っ
た
こ
と
や
推
進

派
の
漁
船
へ
引
き
ず
り
上
げ
ら
れ
、羽

交
い
締
め
に
あ
っ
た
こ
と
で
意
識
不

明
と
な
り
入
院
加
療
を
要
し
た
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。裁
判
後
、

弁
護
団
は
、「
企
業
側
が
危
険
な
作
業

を
行
っ
て
い
た
事
実
が
裁
判
官
に
伝

わ
っ
て
い
る
」と
報
告
し
ま
し
た
。

　

住
民
に
と
っ
て
海
を
守
る
こ
と

は
生
活
を
守
る
こ
と
で
す
。希
少
生

物
が
多
く
存
在
す
る
自
然
は
、瀬
戸

内
に
住
む
私
た
ち
に
も
大
切
な
も
の

で
す
。3
．11
の
原
発
事
故
に
よ
っ

て
、「
原
発
の
安
全
神
話
」は
崩
れ
ま

し
た
。人
々
の
正
当
な
抗
議
活
動
を

威
圧
す
る
裁
判
は
不
当
な
も
の
で
あ

り
、許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
し
て
原
発
建
設
反
対
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、計
画
そ
の
も
の

が
白
紙
に
戻
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

引
き
続
く
裁
判
へ
の
支
援
が
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。裁
判
傍
聴
を

は
じ
め
、賛
同
金
な
ど
へ
の
ご
協
力

を
呼
び
か
け
ま
す
。

【
支
援
金
振
込
先
】上
関
原
発
を
建
て

さ
せ
な
い
祝
島
島
民
の
会�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
：
一
三
九〔
当
〕

0
0
6
7
7
8
2

郵
便
振
替
：
0
1
3
9
0
―
4
―

6
7
7
8
2�

＊
い
ず
れ
も
加
入
者
名
は
、「
祝
島
島

民
の
会
」。

＊
郵
便
振
替
は「
裁
判
へ
の
カ
ン
パ
」

と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
領
収
書
が
必
要
な
い
方
は
、そ
の

旨
を
通
信
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
中
国
電
力
ス
ラ
ッ
プ

訴
訟
止
め
よ
う
会（
ス
ト
ッ
プ
ス

ラ
ッ
プ
の
会
）三
原
市
高
坂
町
真
良

1
0
1
5

℡
0
8
4
8
―
6
6
―
3
5
9
2

裁判所前で応援するツアー参加者

命の海を

原発よりも

63

被爆70年
平和への思い

に
終
わ
り
そ
う
な
の
で
、
国
民
の
目

を
戦
争
に
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

スラップ訴訟で祝島住民らが
企業に訴えられる
不当な圧力に抗議と支援を
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今
代
議
員
会
で
採
択
、承
認
さ
れ

た
議
案
は
、次
の
通
り
で
す
。会
務
報

告
、2
0
1
6
年
度
改
定
に
向
け
た

医
科
・
歯
科
診
療
報
酬
改
定
要
求
、14

年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、規

約
細
則
改
定
、次
期
役
員
定
数
、代
議

員
会
決
議
及
び
特
別
決
議
。

り
ま
し
た
。当
会
か
ら
は
上
田
喜
清
理

事
が「
日
歯
連
盟
の
度
重
な
る
不
祥
事

に
強
く
抗
議
を
！
」を
テ
ー
マ
に
発

言
。参
議
院
議
員
の
迂
回
献
金
が
政
治

資
金
規
正
法
に
違
反
す
る
と
し
て
日

歯
連
盟
本
部
が
東
京
地
検
の
家
宅
捜

索
を
受
け
た
こ
と
は
、国
民
の
歯
科
医

付
削
減
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
、ま
た
、

安
全
保
障
関
連
法
案
が
国
会
に
提
出

さ
れ
る
な
ど
、国
民
の
命
と
健
康
、暮

ら
し
を
守
る
取
り
組
み
が
一
層
重

要
に
な
る
情
勢
の
も
と
、全
国
か
ら

1
0
7
人
の
代
議
員
が
集
い
、活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
医
療
運
動
全
般
」、「
審

査
、指
導
、監
査
、適
時
調
査
対
策
」、

「
地
域
医
療
対
策
」、「
政
策
、組
織
、運

営
」、「
診
療
報
酬
改
定
要
求
」、「
決
算

報
告
・
監
査
報
告
、保
団
連
規
約
細
則
、

次
期
役
員
定
数
」に
つ
い
て
、各
代
議

員
が
発
言
し
、執
行
部
か
ら
答
弁
が
あ

療
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
た
だ
け

に
大
失
態
で
あ
る
こ
と
。ま
た
、企
業
・

団
体
の
政
治
献
金
を
許
す
限
り
、政
治

と
国
民
と
の
か
い
離
が
進
む
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、宇
佐
美
宏
副
会
長

は
、「
日
歯
連
盟
迂
回
献
金
問
題
は
、

患
者
・
国
民
と
歯
科
医
療
担
当
者
の

信
頼
関
係
を
傷
つ
け
た
。日
歯
代
議

員
全
員
に
も
送
っ
て
い
る
全
国
保
険

医
新
聞
・
歯
科
特
集
臨
時
号
で
こ
の

問
題
に
触
れ
、と
か
く
批
判
さ
れ
る

日
歯
連
の
金
権
体
質
改
善
の
徹
底
が

必
要
だ
と
指
摘
し
た
こ
と
を
報
告
す

る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

全
体
討
論
の
後
、「
命
と
健
康
、暮

ら
し
を
軽
視
す
る
政
治
か
ら
の
転
換

を
求
め
る
決
議
」及
び「
安
保
法
案
と

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
特
別
決

議
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会（
保
団

連
）は
6
月
28
日
、2
0
1
4
～
15
年

度
第
3
回
代
議
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法

の
成
立
な
ど
、さ
ら
な
る
負
担
増
、給

な
く
、指
示
も
月
変
わ
り
で
の
保
険

証
の
フ
ァ
ク
ス
送
信
程
度
で
あ
っ

た
。

　

患
者
Ｂ
は
、倦
怠
感
と
眠
気
で
悩

み
、半
年
間
通
院
し
た
近
医
で
は
1

週
間
分
毎
の
処
方
で
、薬
に
頼
る
な

と
言
わ
れ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｔ

診
療
所
を
見
つ
け
、06
年
9
月
19
日

初
診
日
と
再
診
2
回
で
は
、約
10
分

ず
つ
診
察
を
受
け
Ｒ
剤
な
ど
が
希
望

通
り
処
方
さ
れ
た
が
、他
に
07
年
6

月
ま
で
17
回
の
処
方
で
は
診
察
は
な

か
っ
た
。

　

Ｒ
剤
は
、カ
フ
ェ
イ
ン
と
ア
ン
フ
ェ

タ
ミ
ン
や
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
と
の

中
間
的
な
覚
醒
作
用
を
有
し
、習
慣

性
・
依
存
性
が
生
じ
や
す
く
、そ
の
頃

Ｔ
診
療
所
は
処
方
量
が
国
内
最
多
で
、

家
族
か
ら
の
苦
情
な
ど
も
あ
り
、都
や

区
保
健
所
の
指
導
も
頻
回
に
行
わ
れ

た
。こ
の
事
件
を
契
機
に
07
年
10
月
か

ら
、適
応
症（
効
能
・
効
果
）に
は
、以
前

の
難
治
性
う
つ
病
や
遷
延
性
う
つ
病

が
外
さ
れ
、ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
等
の
み

と
な
っ
た
。そ
の
後
、処
方
・
調
剤
は
、

登
録
さ
れ
た
医
師
・
医
療
機
関
・
管
理

薬
剤
師
の
い
る
薬
局
に
限
定
さ
れ
た
。

　

治
療
・
検
査
な
ど
医
療
上
の
措
置

は
、医
師
の
業
務
下
に
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

京
都
保
険
医
新
聞
2
8
5
6
号

（
2
0
1
3
年
5
月
5
日
）よ
り

交
付
し
た
。

　

患
者
Ａ
は
、う
つ
病
と
診
断
さ
れ

島
根
県
の
某
診
療
所
に
半
年
間
通

院
し
て
い
た
。塩
酸
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ

デ
ー
ト（
リ
タ
リ
ン
：
Ｒ
剤
と
略
す
）

と
抗
う
つ
剤
の
処
方
を
受
け
た
が
、

耐
性
が
生
じ
て
2
週
間
分
を
1
週
間

で
服
用
し
、医
師
か
ら
依
存
症
の
危

険
性
が
あ
り
そ
れ
以
上
は
処
方
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
。服
薬
で
精
神
状

態
が
安
定
し
、仕
事
も
で
き
る
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
う
つ
病
の
人

に
は
Ｒ
剤
を
処
方
し
ま
す
」を
見
つ

け
、上
京
し
て
06
年
11
月
27
日
初
診

時
の
診
察
を
10
分
ほ
ど
受
け
、Ｒ
剤

を
含
め
同
種
の
薬
剤
が
そ
の
日
の
内

に
処
方
さ
れ
た
。07
年
9
月
ま
で
更

に
25
回
処
方
さ
れ
た
が
、5
月
14
日

に
Ｒ
剤
を
4
錠
に
増
量
し
た
時
の
み

医
師
の
診
察
が
あ
り
、15
回
位
は
宅

急
便
で
処
方
せ
ん
が
送
付
さ
れ
た
。

診
察
を
希
望
せ
ぬ
場
合
、事
前
の
電

話
で
職
員
に「
同
じ
薬
剤
で
よ
ろ
し

い
か
、体
調
は
ど
う
で
す
か
」な
ど
尋

ね
ら
れ
る
が
、具
体
的
な
内
容
で
は

（
5
）適
正
な
医
療
の
実
施
は
医
師
の

業
務
下
で

　

東
京
都
新
宿
区
で
精
神
科
・
心
療

内
科
・
内
科
等
を
標
榜
す
る
Ｔ
診
療

所
を
ビ
ル
開
業
の
当
時
37
歳
内
科
医

Ｉ
は
、患
者
Ａ
・
Ｂ
に
対
し
て
各
々

2
0
0
7
年
4
月
4
日
お
よ
び
5
月

23
日
に
自
ら
診
察
せ
ず
処
方
せ
ん
を

交
付
し
た
と
摘
発
さ
れ
、09
年
、医
師

法
第
20
条
違
反
に
よ
り
起
訴
さ
れ

た
。処
方
せ
ん
は
事
務
員
が
聴
取
し

た
患
者
の
現
在
の
状
態
・
カ
ル
テ
・
処

方
歴
な
ど
を
も
と
に
、前
回
と
同
内

容
の
処
方
を
適
切
と
Ｉ
が
判
断
し
た

上
で
交
付
し
た
と
主
張
し
て
罪
状
を

否
認
し
た
が
、医
師
不
在
時
の
無
診

察
処
方
が
認
定
さ
れ
、罰
金
50
万
円

（
同
法
第
33
条
の
2
第
1
号
）に
処
さ

れ
た（
東
京
簡
判
平
22
・
10
・
28
、Ｌ
Ｌ

Ｉ
／
Ｄ
Ｂ
判
例
秘
書
）。

　

当
時
、Ｔ
診
療
所
で
は
、医
師
は
被

告
人
Ｉ
の
み
で
、看
護
師
・
薬
剤
師
な

ど
は
い
な
か
っ
た
。事
務
員
は
、総
勢

10
～
13
人
で
、毎
日
5
～
7
人
が
勤

務
し
、窓
口
業
務
・
電
話
の
受
け
付

け
・
レ
セ
コ
ン
の
入
力
・
カ
ル
テ
や
処

方
せ
ん
の
作
成
と
交
付
・
薬
剤
の
在

庫
管
理
・
レ
セ
プ
ト
の
点
検
・
診
察
補

助
・
診
察
前
に
患
者
状
況
を
聴
取
す

る
予
診
な
ど
に
従
事
し
た
。診
療
は
、

午
前
11
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
年
中

無
休
で
、来
院
数
は
1
日
1
6
0
～

1
8
0
人
、2
0
0
人
を
超
え
る
と

き
も
あ
っ
た
。Ｉ
医
師
は
、初
診
の
患

者
と
診
察
を
希
望
す
る
再
来
患
者
に

は
対
面
診
察
を
行
い
、薬
剤
の
み
希

望
の
再
来
で
は
事
務
員
が
症
状
を
尋

ね
て
記
入
し
、処
方
せ
ん
を
交
付
す

る
よ
う
指
示
・
伝
達
し
て
い
た
。ま

た
、医
師
が
出
勤
し
な
い
日
を
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
日
と
呼
び
、初
診
と

診
察
希
望
の
予
約
は
取
ら
ず
、薬
剤

の
み
の
希
望
患
者
に
は
処
方
せ
ん
を

こ
と
と
な
り
ま
す
。（
解
雇
制
限
）。

た
だ
し
、
こ
の
規
定
に
は
次
の
よ
う

な
2
つ
の
例
外
が
あ
り
ま
す
。

①
使
用
者
が
、
労
働
基
準
法
第
81
条

の
規
定
に
よ
っ
て
打
切
補
償
を
支
払

う
場
合

②
天
災
事
変
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可

能
と
な
っ
た
場
合
（
行
政
官
庁
の
認

定
を
受
け
る
必
要
あ
り
ま
す
）

今
回
は
①
の
打
切
補
償
に
つ
い
て
先

月
7
月
8
日
、
最
高
裁
に
て
下
さ
れ

た
初
判
断
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
打
切
補
償
と
は
次
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
労
基
法
第
81
条
】　

労
基
法
75
条
（
療
養
補
償
）
の
規
定

に
よ
っ
て
補
償
を
受
け
る
労
働
者

が
、
療
養
開
始
後
3
年
を
経
過
し
て

も
負
傷
又
は
疾
病
が
な
お
ら
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
平
均

賃
金
の
1
2
0
0
日
分
の
打
切
補
償

を
行
い
、
そ
の
後
は
労
基
法
75
条
の

規
定
に
よ
る
補
償
を
行
わ
な
く
て
も

よ
い
。⇒

解
雇
可
能

【
労
災
保
険
法
第
19
条
】　

　

業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か

か
っ
た
労
働
者
が
、
当
該
負
傷
又
は

疾
病
に
係
る
療
養
の
開
始
後
三
年
を

経
過
し
た
日
に
お
い
て
傷
病
補
償
年

金
を
受
け
て
い
る
場
合
又
は
同
日
後

に
お
い
て
傷
病
補
償
年
金
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
労
基
法

第
1
9
条
第
1
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
当
該
使
用
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
当
該
三
年
を
経
過
し
た
日
又

は
傷
病
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
日
に
お
い
て
、
労
基
法
第

8
1
条
の
規
定
に
よ
り
打
切
補
償
を

支
払
っ
た
も
の
と
み
な
す
。⇒

解
雇

可
能

《
最
高
裁
で
の
争
点
》

　

業
務
上
災
害
で
労
災
保
険
受
給
中

の
労
働
者
を
使
用
者
が
労
基
法
81
条

に
定
め
る
打
切
補
償
を
支
払
い
解
雇

し
た
事
案
だ
が
、
争
点
と
な
っ
た
の

は
労
災
保
険
給
付
の
受
給
が
使
用
者

側
が
行
う
べ
き
労
基
法
75
条
に
お
け

る
療
養
補
償
と
同
質
と
見
る
か
否
で

し
た
。
高
裁
で
は
労
災
保
険
受
給
と

療
養
補
償
と
は
同
質
と
見
る
こ
と
は

で
き
ず
、
よ
っ
て
解
雇
は
無
効
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
高
裁
に
お
い
て
は

同
質
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
使
用
者

側
か
ら
療
養
補
償
を
受
け
て
い
な
く

て
も
労
災
保
険
給
付
受
給
中
の
労
働

者
に
つ
い
て
3
年
経
過
後
打
切
補
償

を
支
払
え
ば
解
雇
は
可
能
の
初
判
断

が
下
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
解
雇

の
理
由
そ
の
も
の
が
有
効
か
無
効
か

は
高
裁
に
差
し
戻
さ
れ
ま
し
た
。

　

業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か

か
っ
た
労
働
者
が
労
災
保
険
受
給
3

年
経
過
後
も
治
癒（
症
状
固
定
含
む
）

す
る
こ
と
も
な
く
、
傷
病
補
償
年
金

の
等
級
に
も
該
当
し
な
い
状
況
も
な

か
な
か
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
打
切
補
償
が
有
効
と
判
断
さ
れ

た
こ
と
は
使
用
者
側
に
と
っ
て
朗
報

で
す
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
解
雇
の
理
由

そ
の
も
の
が
有
効
か
ど
う
か
は
別
問

題
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

白
鷺
克
憲
）

　

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
場
合
は
、使
用
者
は
、

そ
の
費
用
で
必
要
な
療
養
を
行
い
、

又
は
必
要
な
療
養
の
費
用
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
労
働
基

準
法
（
以
下
「
労
基
法
」
と
い
う
）

第
75
条
（
療
養
補
償
）
に
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。（
※
た
だ
し
、
労
働

者
を
1
人
で
も
雇
用
す
る
場
合
は
労

働
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
結
果
と
し
て
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
（
以
下
、労
災
保
険
法
）

か
ら
の
給
付
が
行
わ
れ
、
使
用
者
が

実
質
、
必
要
な
療
養
の
費
用
を
負
担

す
る
こ
と
は
少
な
い
は
ず
で
す
。）

　

ま
た
労
働
基
準
法
第
19
条
に
お
い

て
療
養
の
た
め
に
休
業
す
る
期
間
及

び
そ
の
後
30
日
間
は
解
雇
で
き
な
い

打
切
補
償
に
つ
い
て

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで99
面接・雇用から
採用・退職まで99

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
に
掲

載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

医
事
紛
争
の
防
止

ぶ
学
に
例
事
判
裁

京
都
府
保
険
医
協
会
理
事
　
宇
田
憲
司

保
団
連
、代
議
員
会
開
く

命
と
健
康
、暮
ら
し
を
軽
視
す
る

政
治
か
ら
の
転
換
を
求
め
る

保団連第33回病院・有床診療所セミナー

と　き　2015年9月26日（土）18：30 ～ 21：00
　　　　　　　 9月27日（日）10：00 ～ 15：00
ところ　京都市中京区　ハートンホテル京都
○参加費
　両日参加 　：1人10,000円
　1日のみ参加：1人 6,000円
　（同一法人2人目以降、両日参加7,000円、1日参加3,000円）
○9月26日（土）
　基調報告「入院医療をめぐる動きと対策について」
　記念講演 「新段階の医療費抑制策と提供体制の改変 

－地域医療構想と地域医療連携法人にどのよ
うに対処すべきか－」

○9月27日（日）
　医療事故調査制度実施直前セミナー
　ランチョンセミナー
　病院・有床診分科会

病院・有床診療所の会員には別途詳細な案内をお送
りしています
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歯
科
医
師
緊
急
ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同

の
呼
び
か
け
、国
会
要
請
行
動
等
、安

全
保
障
関
連
法
案
の
審
議
停
止
、取
り

下
げ
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、市
民
公
開
講
演
会
を
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
。

②
地
域
医
療
対
策
部

　

広
島
市
の「
事
務
・
事
業
見
直
し
」

子
ど
も
の
医
療
費
負
担
増
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
署
名
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
。

③
協
会
行
事

　

医
科
歯
科
合
同
研
究
会
、医
療
事

故
調
査
制
度
に
関
す
る
学
習
会（
仮

称
）の
開
催
に
つ
い
て
確
認
。

　

2
0
1
5
年
7
月
14
日（
火
）に
第

20
期
第
2
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
5
年
6
月
10
日
～
2
0
1
5

年
7
月
14
日
）

・
6
月
16
日（
火
）広
報
文
化
部
会
。紙

面
企
画
案
、主
張
案
、今
年
度
の
行
事

の
検
討
。

・
6
月
19
日（
金
）第
3
4
3
回
歯
科

幹
事
会
。今
年
度
の
歯
科
行
事
、組
織

拡
大
、指
導
・
監
査
対
策
、診
療
報
酬

改
善
、歯
科
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
・
医

療
運
動
の
検
討
。

・
6
月
21
日（
日
）第
39
回
定
期
総
会

（
前
号
に
て
報
道
）。

・
6
月
21
日（
日
）第
20
期
第
1
回
理

事
会（
前
号
に
て
報
道
）。

・
6
月
22
日（
月
）第
2
5
7
回
医
科

社
保
学
術
部
会
。保
険
請
求
等
Ｑ
＆

Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・
返

戻
事
例
相
談
、診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
対
策
、指
導
・
監
査
・
適
時
調
査

対
策
、今
年
度
の
行
事
の
検
討
。

・
6
月
30
日（
火
）総
務
財
政
部
会
。医

療
運
動
対
策
、各
部
の
活
動
と
対
策
、

行
事
・
会
議
予
定
の
確
認
。

・
7
月
7
日（
金
）第
1
6
5
回
歯
科

社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、審

査
改
善
、指
導
・
監
査
改
善
、指
導
・
適

時
調
査
等
の
開
示
請
求
の
検
討
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
」撤

回
に
向
け
た
取
り
組
み
、医
療
を
め
ぐ

る
情
勢
に
つ
い
て
議
論
。介
護
保
険
を

め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、デ
イ
ケ
ア
等

の
市
町
の
地
域
支
援
事
業
化
の
動
向

把
握
等
を
行
う
こ
と
を
確
認
。医
師
・

　

6
月
24
日
、
国
会
周
辺
に
安
全
保

障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
大
規
模
な

抗
議
集
合
が
開
か
れ
た
。
2
0
1
4

年
7
月
に
安
倍
政
権
が
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
認
め
る
閣
議
決
定

を
行
っ
て
以
来
、「
平
和
を
覆
す
」、

「
9
条
破
壊
」、「
立
憲
主
義
の
否
定
」

な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
日
本
が

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
か
の

ま
さ
に
瀬
戸
際
で
あ
る
。

　

主
張
で
は
、
災
害
に
対
す
る
心
構

え
を
論
じ
た
。
昨
年
の
8
月
20
日
の

広
島
市
の
土
砂
災
害
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
今
年
も
そ
の
時

期
が
近
い
。�

（
Ｏ
）

編
集
後
記

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

2
20

　
　

コ
ー
ナ
ー

ら
知

せ

お

「夏の楽しみのスイカ」　大田 典也（広島市西区）

加
入
分
受
付
中


